
環境学習支援ツール（無償）

地球温暖化まなびBOX

全国地球温暖化防止活動推進センター

（一般社団法人地球温暖化防止全国ネット）



環境教育に関する現場の課題

環境学習ってどう教えたらいいの？

気候変動教育ってよくわからない。

資料作ってる時間がない。

重要テーマであるが、時間を割いて実施するのは難しい・・。

時間の確保が難しい

はじめに

手軽に環境教育を実践できるツールが必要



教材名称：

利用方法： JCCCAHPよりダウンロード可能（無償）

特　　徴： ①年間カリキュラムに沿って導入しやすい

②生活・経験と結び付けた主体的な学習活動が可能

③授業導入が簡単、柔軟性がある

概　要

概　　要： スライド、クイズ、ワークシートにより構成



ppt形式での無償提供

ppt形式のため各自で編集可能

気候変動に関する豊富なコンテンツ

地球温暖化まなびBOX

特　徴①

本ツールはppt形式で提供してます。

各自で編集可能なスライドです。



特　徴②



特　徴③

モデル授業セットの提供

モデル授業を

Youtubeで公開中

授業導入の参考として、モデル授業セットを提供

①生物と地球の環境 ②生物と地球の環境 ③生物と地球の環境



環境学習支援ツール

地球温暖化まなびBOX

ご清聴ありがとうございました。

＜DL用URL＞https://www.jccca.org/climate-change-education/manabi-box



海洋ごみや海洋プラスチック汚染問題と
その対策の取組に関する教育ツール

環境省 水・大気環境局 海洋環境課 海洋プラスチック汚染対策室 
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地方自治体 民間企業

 海洋ごみの回収・発生抑制の実効性を高めるため、自治体と企業等の連携に
よる自走性ある取組の実証を支援し、海ごみ法に沿って広く展開。

 漂流漂着ごみの回収処理負担の軽減や地域の魅力向上にも貢献。

事業スキーム 過年度事業の例

①代替素材等やリサイクル品
の開発・啓発等

③「ナッジ理論」の活用
と実践によるごみ排
出抑制

②マイボトル・マイ容器等
の普及等

（内陸部での取組）

①海ごみ対策を売りにした地域ブランドや、地元企業の
海ごみ対策技術の活用等、地域の特徴に合った事業
プラン策定

②企業と自治体をマッチングし、連携体制を構築
③地域住民の海ごみ問題への理解を増進し、住民を巻
き込んだ地域おこしで需要・参加を喚起

④海ごみの回収や発生抑制の実効性向上の効果・課
題を事後検証し、PDCAサイクルを回す

⑤海ごみ対策法に基づく計画・対策のモデルとし
て一般化し、全国各地域での実装を促進

ポリタンクをアップ
サイクルした製
品を活用した啓
発
＠山口県

エコテイクアウト実
践店舗の拡大
＠真庭市

観光客をごみ
拾い側にするイ
ベントの実施
＠和歌山市

ローカル・ブルー・オーシャン・ビジョン推進事業
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ツール紹介

環境省が運営する、「プラスチック・スマート」サイト内の「ローカル・ブルー・オーシャン・ビジョン推
進事業」紹介ページにて公開。
ページ内では、アニメーション動画やパネルの他、これまでのローカル・ブルー・オーシャン・ビジョン
推進事業の事例も紹介。

プラスチック・スマートウェブサイト ローカル・ブルー・オーシャン・ビジョン推進特集ページ
https://plastics-smart.env.go.jp/lbov/

https://plastics-smart.env.go.jp/lbov/
https://plastics-smart.env.go.jp/lbov/
https://plastics-smart.env.go.jp/lbov/
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研究機関等
企業

業界団体

ＮＧＯ
ＮＰＯ

環境省

地方公共団体

対話・交流を活性化

●プラスマ特設サイト

プラスチックと賢く付き合う「プラスチックスマート（略称：プラスマ）」

環境省×日本財団
共同事業

●プラスマアワード
・優れた海ごみ対策を表彰

●海ごみゼロウィーク
・全国一斉清掃アクション
・2025年スケジュール

5月30日～6月8日

不必要なワンウェイプラの抑制や代替品の開発利用等に自ら取り組み、
SNS等を通じて拡散し、対話・交流を促進

消費者・自治体・ＮＧＯ・企業の約3,700件の取組を登録
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プラスチックスマート
「プラスチックとの賢い付き合い方」を消費者・自治体・ＮＧＯ・企業から募集し、発信

①拾う、②減らす、③分ける、④作る、⑤使う、⑥広める

ペットボトル自動回収機
©セブン＆アイ・ホールディングス

傘のシェアリングエコノミーによるビニー
ル傘の削減
©アイカサ

ヘアケア・食器用洗剤ボトルで
海洋廃棄プラスチック削減

©P&Gジャパン／テラリサイクル

マイクロプラスチック化せずに、
海水で生分解するプラスチック材料を開発 

©アイーコンポロジー

マイボトル用ドリンクサービス
©BOTLTO

マイクロプラスチック回収装置
©スズキ

プラスチックと賢く付き合う「プラスチックスマート（略称：プラスマ）」
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プラスチックと賢く付き合う「プラスチックスマート（略称：プラスマ）」

プラスマ学習資料
地球規模での環境汚染が懸念されている「海洋プラスチックごみ問題」。
それにまつわる資料や動画、リンク集など、様々な情報をまとめています。

https://plastics-smart.env.go.jp/education/

https://plastics-smart.env.go.jp/education/
https://plastics-smart.env.go.jp/education/
https://plastics-smart.env.go.jp/education/


里海づくりと海洋教育

環境省 水・大気環境局 海洋環境課 海域環境管理室
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閉鎖性海域の環境問題の変遷

かつては死の海と言われたが… 汚濁負荷は半分以下に

埋立による
浅海域の喪失

高度経済成長
に伴う汚濁負荷

水濁法の制定

規制項目の拡充

総量規制の導入

水質や透明度
の改善

• しかし、水産資源はいまだ回復せず…
• 気候変動といった新たな課題も！

大規模赤潮
の頻発
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規制行政からの転換：地域の関係者による里海づくり

ニーズ（時代の要請）に対応した、健康で心豊かな暮らしの実現へ

環境部局

漁業関係者

目指す姿は
地域が決定

漁業者をはじめとする関係者と
の協働による里海づくり 保全と利用の両立

環境問題と経済・社
会課題との同時解決

地元企業

市民

教育関係者観光関係者
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戦略的「令和の里海づくり」基盤構築支援事業
 藻場・干潟の保全・再生・創出と地域資源の利活用による好循環、さらに多様な主体者との
連携を実行する「令和の里海づくり」を実現するための支援事業を実施。

令和７年度『戦略的「令和の里海づくり」
基盤構築支援事業』取組地域

藻場・干潟の
保全・再生・創出

市民科学を通じたリテラシー向上と
教育・研究との連携

藻場の保護活動

地域資源の利活用
による好循環

環境に配慮した持続可能な
観光商材の開発

未利用・低利用魚を使っ
たメニュー開発

多 様 な主体 の連携

海に親しむ学びに始まる
海洋教育の実践

地域内外の関係者と連携

尾道市東部漁業協同組合
 広島県尾道市

NPO法人環境生態工学研究所
（E-TEC）
東松島BLUELAND協議会
 宮城県 東松島市・宮城郡松島町

和倉温泉創造的復興まちづくり推進協議会
 石川県七尾市

国立大学法人三重大学
 三重県鳥羽市

一般社団法人ふくおかFUN
 福岡県福岡市

肥後銀行
公益財団法人肥後の水とみどりの愛護基金
 熊本県葦北郡芦北町・天草市

貝塚里海づくり未来協議会
 大阪府貝塚市
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大阪府阪南市

「海と山が出会うまち」
はんなん森里川海プロジェクト

大阪市

関西国際空港

阪南
市

持続可能な観光海の魅力 山の資源

海洋教育副読本
（海洋教育パイオニアスクール
プログラムを活用して作成）

森里川海視点による環境教育 山の小学校と海の小学校の
相互体験・交流による
森里川海教育
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水辺の環境活動プラットフォームを通じた発信、連携促進

●地域の水環境保全・活用の取組を閲覧可

●情報収集・情報交流

●つながり促進

行政・企業・各種団体・個人等、計553者が参加
（2026年2月10日現在）

Facebook

環境創造室公式アカウント
「良好な環境」推進チーム【環境省公式】

Instagram

X

ぜひ御登録＆多くのいいね・フォローを
お願いいたします!!

★★会員登録はこちらから





環境教育地方自治体担当者会議

次世代とともに創る環境保健教育
〜エコチル調査15周年の歩みと全国フォーラム〜

環境省 大臣官房 環境保健部 化学物質安全課
環境リスク評価室 ECO-CHILD@env.go.jp



環境教育地方自治体担当者会議



環境教育地方自治体担当者会議





環境教育地方自治体担当者会議



環境教育地方自治体担当者会議



環境教育地方自治体担当者会議

エコチル調査オリジナルかるた
エコチル調査短歌展

エコチル調査書道展

小倉百人一首競技かるた大会





環境教育地方自治体担当者会議

次世代とともに創る環境保健教育
〜エコチル調査15周年の歩みと全国フォーラム〜

おわり

エコチル調査ホームページ
https://www.env.go.jp/chemi/ceh/

エコチル調査SNS
X（旧Twitter） Facebook

環境省 大臣官房 環境保健部 化学物質安全課
環境リスク評価室 ECO-CHILD@env.go.jp

https://www.env.go.jp/chemi/ceh/


環境教育に資する化学物質管理関連の取組

環境省 大臣官房 環境保健部 化学物質安全課



環境省取組事例

Ⅰ 化学物質アドバイザー制度 Ⅱ かんたん化学物質ガイドシリーズ

Ⅳ こども若者★いけんぷらす

 化学物質に関する専門知識や説明能力等を
有する方が、市民や事業者、行政を対象に
中立的な立場で環境リスクに関する情報提
供やアドバイスを行うもの。

 資格制度ではなく、「化学物質」「環境リス
ク」「環境関連法規」及び「リスクコミュニケー
ション」に関する知識とスキルが一定レベル以
上であることを認定し派遣する制度。

 登録数は35人、派遣数は年間27件（NPO
法人や公益法人、行政・自治体、企業・業
界団体に派遣）※令和６年度実績
（2024.4～2025.2時点）

(URLリンク) 
https://www.env.go.jp/chemi/commu
nication/taiwa/irai/jimukyoku.html

 こども家庭庁のこども・若者意見反映推進事業（通称「こども若者★
いけんぷらす」）と連携し、「あなたにとって化学物質はどんなもの？～環
境問題と化学物質について考える～」というテーマで、20代以下のこど
も若者に対してアンケート及び対面での意見聴取を実施した（令和６
年11-12月）。

 実施結果はこども家庭庁HPで公表

 環境教育に資する化学物質管理関連の制度や学習教材を公開している。

（URLリンク）https://ikenplus.cfa.go.jp/announcements/1veyhm1yq3vys6pi

（URLリンク）
https://www.env.go.jp/chemi/
communication/guide/

Ⅲ化学物質について学べるワークシート

 化学物化とは何かを理解し、身近な製品に
含まれる化学物質やその性質について楽し
く学べるように作られた学習教材。

 教育機関での活用ができるようワークシート
の他に板書、スクリプト例も公開。

※近日環境省HPにて公開予定

https://www.env.go.jp/chemi/communication/taiwa/irai/jimukyoku.html
https://www.env.go.jp/chemi/communication/taiwa/irai/jimukyoku.html


地域循環共生圏×教育

令和８年２月

環境省大臣官房地域政策課地域循環共生圏推進室



地域循環共生圏＝自立・分散型の持続可能な社会

 地域循環共生圏とは、地域資源を活用して環境・経済・社会を良くしていく事業（ローカルSDGs事業）を
生み出し続けることで地域課題を解決し続け自立した地域をつくるとともに、地域の個性を活かして地域同士
が支え合うネットワークを形成する「自立・分散型社会」を示す考え方。
（第五次環境基本計画(2018年閣議決定)にて提唱）

 私たちの暮らしが自然資源を含めて地上資源を主体として成り立つようにしていくために、これらの資源を持続
可能な形で活用し、自然資本を維持・回復・充実していくことが前提。

地域資源の持続的活用による
ローカルSDGs事業の創出

自ら課題を解決し続け
地域づくりを持続できる地域

事業を生み出し続ける
地域プラットフォーム

自立した地域
自立した地域

人・モノ・資金の循環
・食料、水、木材、再生可能エネルギー
（自然資源、生態系サービス）
・関係・交流人口、技術の提供・支援
・地域産品の消費、エコツーリズムへの参加
・クラウドファンディング、企業版ふるさと納税
など

分散型ネットワーク

社会・経済を支える森・里・川・海＝豊かな自然環境

自立した地域



地域を元気にするカギとなる「ローカルSDGs事業」

社会課題
の解決

地域資源の
持続的活用

社会の側面

経済の側面

環境の側面

経済循環
を強く

 地域資源を持続的に活用し、環境・社会・経済を統合的に良くする事業・
取組である「ローカルSDGs事業」を生むことが、地域を元気にするカギとなる。

【ローカル SDGs 事業の条件】
①地域資源（人・モノ・金・情報）を
持続可能な形で活用している

②地域の環境・社会・経済課題の同
時解決をする

③採算性が考慮され、一定の継続性
が見込まれる（+α 経済循環の強化）

※ローカル SDGs 事業は営利事業だけでなく、行政
機関の政策に基づく各種施策、 企業の CSR 活動、
ボランティア活動など様々な形態の取組を含みます。



ローカルSDGs事業を生み出し続ける「地域プラットフォーム」

地域の主体性と多様な人々の協働
を基盤に

地域の様々な課題を解決し
新たな価値を創造する事業・取組

がたくさん生まれ

地域資源や人、お金の循環
環境・社会・経済の統合的向上

を達成

地域づくり
を継続



【参考】探究学習教材としての「地域循環共生圏」

①内容
▸フレームワーク型コンテンツの開発
▸持続可能な地域づくりに向けた実践的な課題解決手法
を学ぶ教材（動画、指導案、ワークシート）を作成

②対象者 高校生

③教材テーマ
▸地域循環共生圏（ローカルSDGs）とは
▸地域循環共生圏構築のアプローチとプロセス
▸合意形成手法
▸地域のコンセプトの描き方
▸事業ストーリーの立て方

 経済産業省が企業等と開発した、探究的・教科横断的な学びを始めるきっかけとなるような学習コ
ンテンツ集（STEAMライブラリー）に、株式会社YMFG ZONEプラニング※が『地域循環共生圏
（ローカルSDGs）の構築方法を学ぶ』と題した教材（動画、指導案、ワークシート）を提供。
※令和４～５年度環境省地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業採択団体

動画

ワークシート



地域循環共生圏に関する情報発信

地域循環共生圏づくりにつながる取組を表彰する制度
メールマガジン

地域循環共生圏WEBサイト

Facebook

note

件名「地域循環共生圏メルマガ登録希望」
宛先：sokan-keikaku@env.go.jp

地域の資源を最大限に活用しながら、
環境・社会・経済の同時解決を目指
す「地域循環共生圏」。 

地域循環共生圏づくりのヒントや学び
の機会、仲間作りの場をご案内しま
す！

先行事例
共生圏づくり
の手引き

グッドライフアワード
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